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研究成果の概要（和文）：先見的安定集合を，2国間貿易における関税交渉，社会的ジレンマ，売り手と買い手
の取引などさまざまな経済・社会システムに適用し，その多くの場合において，主体が先を考えて行動した場
合，たとえ拘束力ある合意がなくとも社会にとって望ましいパレート最適な状態が達成されることを明らかにし
た。さらに，先見的安定集合の考えを用いて，各主体の先見性に上限がある場合においても，パレート最適な状
態を達成するようなメカニズムをデザインした。被験者を用いた実験により，メカニズムの実効性を検証し，メ
カニズムの実効性を高めた。これらの結果を2015年8月に開催した国際研究集会で発表した。

研究成果の概要（英文）：We first apply the farsighted set to economic/social systems like tarif 
negotiations between two countries, social dilemmas, negotations between sellers and buyers; and in 
most cases, we find that Pareto efficient outcomes are produced even without binding agreements if 
players behave with farsightedness. Furthermore even if players' farsighted behaviors are limited, 
we obtain the same result. Based on these results we design a mechanism in which players' farsighted
 behavior reach a Pareto efficient outcome even though agreements among them are not binding. We 
brush up the mechanism through experiments. These results are presented in the international 
conference held in Tokyo in August,2015.  

研究分野： 複合新領域
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１． 研究開始当初の背景 
 ゲーム理論は，主体間のコミュニケーシ
ョンがなく各主体が独自に意思決定を行う
状況を扱う非協力ゲーム理論と，主体間の
交渉を考え，交渉の結果到達した合意に拘
束力がある状況を扱う協力ゲーム理論に分
かれて発展してきている。しかしながら，
われわれの世の中には（１）人々の間の約
束事など契約にはなじまない状況，（２）情
報の売買など合意に反して第三者に売却さ
れてもその立証が困難な状況，（３）国際交
渉のようにたとえ協定から逸脱してもそれ
を罰する機関が存在しない状況など，話し
合いは行われるが合意に達してもそれに
「拘束力のない」状況が数多く見受けられ
る。したがって，このような状況における
合意の実現可能性を探究することは，ゲー
ム理論においてもまた社会学，経済学など
社会科学諸分野においても重要な研究テー
マとなっている。 
 本研究のテーマである「先見的安定集合」
は，逸脱の繰り返しを考えた上での安定な
状態を与える解であり，さらには主体一人
一人の逸脱だけでなくグループによる逸脱
も扱えるという利点を有しており，拘束力
のない合意の安定性を扱う上で非常に有効
な解である。このような背景から，1990 年
代のはじめに先見的安定集合の概念が提案
されて以来，社会・経済システムの様々な
事例に対してこの解を用いた分析が行われ，
社会的に望ましいパレート最適な状態を導
くための条件付けなど，数多くの新たな知
見が得られていた。代表的なものをあげる
だけでも，（１）共有地の悲劇などの社会的
ジレンマ，（２）人間関係などのネットワー
クの形成，（３）学校選択などにおけるマッ
チングの形成，（４）公共財の供給，（５）
情報財の市場，（６）非分割財の市場，（７）
関税率決定などの国際交渉，と多岐にわた
っている。本研究の研究代表者，研究分担
者も，これまでの科学研究費補助金による
研究において，先見的安定集合を用いるこ
とによりいくつかの成果を得ていた。 
しかしながら，われわれの結果もそして

他の研究者によって得られた結果も，ある
状況に先見的安定集合を適用すればこのよ
うな結果が得られたという段階にとどまっ
ており，先見的安定集合の理論的性質，ど
のような状況であれば先見的安定集合が社
会的に望ましいパレート最適な結果を導く
かなど，先見的安定集合がもたらす普遍
的・一般的な結果については，まだ満足で
きるものはほとんど得られていないという
のが現状であった。 
 
２．研究の目的 
本研究の主たる目的は，先見的安定集合

の普遍的性質と研究の発展の方向を明らか
にすることであり，それに基づいて，先見
的安定集合による社会・経済システムの分

析をより発展させ，深化させることである。 
 
３．研究の方法 
 平成 24 年度は，研究代表者及び研究分
担者がこれまで独自に進めてきた本課題に
関わる研究成果について，国内，国外の研
究会，学会に出かけて参加者と議論を行い，
その際のコメントを持ち寄って，これから
の研究の方向性についてディスカッション
を行った。 特に経済史を専門とする研究分
担者が加わることにより，歴史的事象の先
見的安定集合による分析も研究の対象とす
ることとした。 
 平成 25 年度は，前年度まとめた方向性
に沿い 2 国間貿易の先見的安定集合と，2
人ゼロ和ゲームにおけるミニマックス定理
と先見的安定集合の関係を分析した。これ
らの分析と並行して，特性関数形ゲームの
提携形成の交渉ゲームの定常均衡と先見的
安定集合との関連を分析し，この交渉ゲー
ムに関して被験者を用いた実験を行った。 
 平成 26 年度は，プレイヤーが逸脱の連
鎖をどこまで見通せるかについて上限を定
めることにより，よりわれわれ人間に近い
状況を考え，これまでの先見的安定集合の
理論的性質を再考した。また，われわれが
どの程度逸脱の連鎖を見通すかを被験者を
用いた実験により検証した。 
 平成 27 年度は，最終年度であり，これ
までの研究成果をまとめるとともに，2015
年 8 月 24 日～26 日に早稲田大学で開催さ
れ た East Asian Game Theory 
Conference 2015 において，オランダから
招待講演者を招へいするとともに，先見的
安定集合に関するセッションをオーガナイ
ズした。 
 
４．研究成果 
 平成 24 年度～27 年度の 4 年間に以下の研
究成果を得て，雑誌論文，学会発表などによ
り発表した。 
（１）先見的安定集合がパレート最適な結
果を導く状況，導かない状況を分類し，そ
れぞれについて共通する要素を分析した。
特に，最近の成果である，2 国間貿易にお
ける関税交渉，輸出量，輸入量制限交渉に
おける 2 国の先見的行動と自由貿易などパ
レート最適な状況との関連について，新た
な知見を得た。また，先見的安定集合が新
たな知見を与えうる歴史的事象があること
も明らかにした。 
（２）2 人ゲームについて，2 人のプレイ
ヤーの先見的行動とその下での安定な戦略
の組を詳細に分析し，特にゼロ和ゲームに
おいては，ミニマックス戦略の組と密接な
関係があることを明らかにした。 
（３）2 人ゲームについて，戦略の変更を
めぐる動的な交渉ゲームを定義し，その定
常的均衡と先見的安定集合との関連を明ら
かにした。 



（４）（３）の動的な交渉ゲームについて被
験者を用いた実験を行い，定常的均衡がも
たらす結果と実験結果との比較を行った。 
（５）主体間の提携形成において，各主体
の先見的行動により実現される提携と，主
体が近視眼的に行動した場合に実現される
提携との相違を詳細に分析した。これは、
今まで理論のバックアップなく想定されて
きた優加法的特性関数形ゲームにおける全
員提携の形成を理論的にサポートする可能
性のある結果であった。 
（６）逸脱の連鎖の想定における先見性の
上限を取り入れた新たな先見的安定集合の
概念を定義し，従来の先見的安定集合によ
る分析との違いを明らかにするとともに，
多くの場合において，従来の分析よりも社
会的に望ましい状況を導くことを明らかに
した。 
（７）（６）の結果をもとに，新たな先見的
安定集合が導き得る社会的に望ましい状況
を実現するための制度の設計を行った。 
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